




































































































このコンサルテーション開始時に Fは小学部 l年に在籍していた o右限は先天性緑







Fを担当する教師。 1998年度は教師 P、1999年度から 2000年度は教師 Y、2001年




























































































2年に進級して担任は教師 Yによって引き継がれた。 Yはそれまでに培われた Fの
コミュニケーションのカを十二分に引き出し、さらに分化した信号によるやりとりへ
と道をひらくべく、様々な工夫を行った o 筆者は、新学期になって少し落ち着いた 5

































































3) 3期 (Fの小学 6年の時期)




















































































ド化した結果、 4つの機能カテゴリーが見いだされた。 1)心理的支持、 2)共同分
析、 3)新しい知識・技能の提供、 4)システム・ネットワークへの働きかけ、の 4
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